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＜連絡事項＞
・毎年行っている浴室のレジオネラ検査のお知らせです。
　以下の日程で、浴室の蛇口からお湯を採取しますので、お知らせします。

　8/20（木）10：00～10：15の間に北病棟と東病棟の浴室を業者と回ります。

ハラスメント対策について標語を募集していますが、未入力の部署が多数見受けられます。
　　 　＜今年度の募集＞
　　　⓵顧客に対しての標語（家族側）
　　　②職員間に対しての標語
 　　　　　　　　　　　
 　各部署で話し合って頂き、ハラスメント対策委員会→2026→標語募集・ポスター作製
 　→標語　入力はこちらに保存お願いします。
 　締め切りは8/10（月）までです。



＜東病棟入室状況＞
＜入院＞
・佐々木　公恵様～東病棟Cユニット6号室
＜退院＞
・榎木平　峰子様～東Dユニット17号室
＜転入＞
・井上　和美様～北病棟308号室→東病棟Dユニット17号室
（8/6　他患者様への粗暴、薬剤調整）
＜転出＞
・夏坂　マツノ様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット203号室
・佐々木　勇蔵様～東病棟Aユニット14号室→西病棟Bユニット27号室

＜患者様情報＞
・福原　久美子様～主治医面談。最初夫様へ精神発達遅滞について説明、診断に理解あり。サービ
スも利用できること説明受けている。血圧はSLEでプレドニン内服中のため、
高めに推移する傾向あり、血糖値も高め。収縮期血圧240までいくと死に至る
危険あり。血圧は活動していると水がぬけて下がること説明あり。今後は村井
内科ときちんと相談するよう伝えられている。
→本日朝よりアムロジピン内服開始。退院時期は血圧をみながら8月中を目途
で治療継続中。
8/12～8/16　外泊希望、許可あり。
西病棟転出は、どうしてもの場合は可能。病状うごく可能性あるため、極力控
える。

・梶浦　真実様～主治医面談8/11　9：30。場所は内科診察室（11：00以降は使用できません）。

・大下　良子様～湊病院転院は8/10　13：30着、12：30当院退院予定。定期、臨時変更済。

・三浦　郁子様～ケアマネと面会。
　　　　　　　　定期M-T交換実施。

・古積　幸太様～8/11　9：00～12：00十和田市の自立訓練施設見学、計画相談員送迎・付き添い。

・清水　ヨシエ様～腎機能低下、薬剤調整後も柔らかい便持続。ミヤBM処方。点滴中は身体拘束、
毎日補液1本（8/9まで処方）。便培養指示（検査確認、夜間冷蔵庫保管して翌日提
出可）。

・東海林　紀子様～体が硬くなるなど訴え続く。IF不安不穏時：ロラゼパム0.5mg1→2Tへ変更。
錠剤と液体を飲むよう伝えられ了解している。薬内容の相談あるが、主治医に
確認するよう伝えられている。

・柳町　明美様～心電図の結果QT延長なし。ロナセンテープ中止、ハロマンス100mg筋注（左肩
に実施）。

＜小栁Dr診察情報＞
・庭田　久美子様～外泊訓練調整を。希望で本日浣腸予定、不要と訴えきかれ中止へ。

・三浦　誠治様、杉本　明子様～処方変更なし。

・長根　瞳様～目がしょぼしょぼすると訴え。オロパタジン点眼液処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。脱衣行為繰り返し午前中開放見送り。午後開放するも他室侵入し他者が不穏となる為、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。私物に関して確認行為あり、説明に聞き入れ出来ており不穏、興奮はない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。ベット上体動活発だが危険行為等無し。食事はむせなく全量摂取している。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。自傷行為、危険行為なし。不穏、興奮なく過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和8年8月7日　13：14
　氏　　名：佐々木　公恵（ささき　きみえ）様
　生年月日：昭和25年6月10日(76歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

　＜経過＞令和6年8月、夫が施設入所されたことを機に独居となり、同年10月に姉が、同年12月に弟が相次いで他界。直後自動車運転中に追突されて肋骨骨折を受傷。令和7年7月頃より拍動
[bookmark: _GoBack]性腹痛が出現。精査を行うものの、器質的な異常なく、心因性腹痛としてさくら病院を受診していたが、治療に限界を感じ、令和8年1月23日当院を初診。表情は乏しく、腹痛を訴えて静坐不能であり、落ち着きのなさあり。初診時診察にて、HDS-R25/30、MMSE26/30と軽度認知機能低下、手指振戦や小刻み歩行あり。頭部CT検査では軽度の前頭葉に萎縮を認めたが、明らかな頭蓋内病変は認めず。腹部症状を訴えて落ち着かないことから、デュロキセチンが処方となったが、腹痛が持続し薬剤調整行っていた。薬の副作用がひどく、病歴聴取や問診にストレスを感じ、通院を中断。その後も朝から腹痛があり、乗り物に乗っても体を揺らされてお腹が痛くなったり、食事も少しずつしか食べられない、少しずつしか歩けないなど身体不調が続き、当院への治療再開、入院治療を希望し、令和8年8月7日　東Cユニットに1回目の医療保護入院となる。
